
丹後織物　令和７年４月１日発行
昭和３８年１２月２８日第３種郵便物認可　発行日　年四回　１月１日、４月１日、７月１日、１０月１日

TANGOORIMONO

896
No.

2025.4.1

発行所　丹後織物工業組合　京都府京丹後市大宮町河辺３１８８   TEL ０７７２- ６８- ５２１１  FAX ０７７２-６８- ５３００  https://tanko.or.jp

「令和7年度京都府伝統産業生産基盤支援事業費補助金」の募集について
〇設備の更新又は改修※（1）・設備の新設又は増設※（2）　

　 について
　申請の際には、必ず産地組合の推薦書が必要です。
　申請書類一式を、組合本部TOC事業課へご提出くだ
　さい。組合では組合員の方に限り無料で推薦書を作成
　いたします。

【提出期限】厳守
令和7年5月23日（金）午後5時必着　組合TOC事業課へ
※組合推薦書発行の関係上、提出期限を早目に設定し　　
　ています。書類不備の場合は受付不可となります
　ので早めに書類をご提出ください。

〇道具類の整備※(3) （シャットルのみ）について
　機料品店に見積書の発行を依頼し、組合宛に提出し　
　てください。
　 （注）シャットルのみの見積書としてください。見積書の宛名は申　
　　　 請者宛ではなく、「丹後織物工業組合」名で発行、備考に申請
　　　 者名分（事業者名もしくは個人事業主名）を必ず明記してく
　　　 ださい。見積書の明細には、本体価格と消費税の金額が明記
　　　 されたものが必要です。

【シャットル見積書提出期限】厳守
令和7年5月16日（金）午後5時必着　組合TOC事業課へ
生産基盤補助金申請書の提出期限とシャットルの見積書提出期
限が異なりますので、ご注意ください。
詳細は組合ホームページにてご確認ください。

【補助率、補助限度額】

（千円未満切捨て）

京都府・市町において伝統と文化のものづくり産業の生産基盤を支えるために行う
補助制度が今年も実施されます。

「令和7年度与謝野町織物業生産基盤
支援事業補助金」の募集について

「令和7年度京丹後市商工会織物関連業小規模
生産基盤整備事業費補助金」の募集について

補助金名 メニュー 補助率 補助上限額 補助下限額

織物業生産基盤
支援事業補助金

※①と②は併用可

①新設・
　増設

2分の1
以内（注） 100万円 1万5千円

②更新・
 改良

3分の1
以内 50万円 1万円

織物業内製化
支援事業補助金

ハード 2分の1
以内（注） 200万円 10万円

ソフト 4分の3
以内 50万円 5万円

【提出期限】厳守
令和7年5月30日（金）午後5時必着　与謝野町　産業観光課へ

TEL：0772-43-9012

【申請受付期間】
令和7年5月1日（木）〜 30日（金）まで　京丹後市商工会　各所へ
京丹後市商工会　本所　TEL：0772-62-0342

　令和7年度に限り、京都府との併用は可能です。但し、対象経

費の合計が3万円未満または50万円以上の場合は、対象となり

ません。また、交付決定前に完了した事業は補助対象外です。

なお、「京丹後市製造・加工業経営革新等推進事業補助金」の募

集はございません。

メニュー 補助率 補助上限額 補助下限額

新設・更新・
改良 3分の1以内 10万円 1万円

（千円未満切捨て） （千円未満切捨て）

※各補助金の詳細はホームページにてご確認ください。（市商工会は4月末以降）

（注）京都府の補助金と併用する場合は3分の1以内

補助率 補助上限額 補助下限額

（1）設備の更新又は改修
3分の1

以内 250万円 10万円（2）設備の新設又は増設
（（1）と（2）の同時申請はできません）

存続が危惧される次の工程
の設備の更新又は改修
・蒸水洗工程
・織物精練工程
・金銀糸製造工程

3分の1
以内 500万円 10万円

（3）道具類の整備【産地組合のみ】
　　　　　　※シャットルのみ

3分の1
以内 250万円 3万円



＜令和 7 年度予算＞
（単位：千円）

支　　出 金　　額 収　　入 金　　額
作 　 業 　 費 142,410 精 練 染 色 加 工 料 215,490
事 　 業 　 費 37,330 織 物 検 査 料 15,970
人   件   費 183,990 事 業 収 入 44,120
厚 　 生 　 費 28,470 賦 　 課 　 金 14,940
諸 税・ 負 担 金 47,330 共 有 施 設 分 担 金 52,880
運 営 管 理 費 33,300 諸 手 数 料 7,610
営　 修　 繕　 費 20,420 受 入 補 助 金 34,490
資 産 償 却 費 32,540 雑 収 入 他 84,680
予 備 費 ▲ 55,610

合　　　　計 470,180 合　　　　計 470,180

　去る3月14日開催の臨時総代会にお

いて、令和7年度の事業計画案並びに予

算案等について慎重審議された結果、原

案通り可決承認されました。

　令和7年度の予算総額は前年比

90.4％となる4億7,018万円となっていま

す。

令和７年度　事業計画・予算を承認

１ 工場運営の安定
① 加工技術のレベルアップに努　　
　 め、品質の安定と信頼の向上
　 を図る。
② 地区内外への営業活動の推進
　 によって入荷促進を図る。

加 工 検 査 事 業

指　導　事　業

１ 情報の収集及び提供
　① 織物市況・ 関連業界情報等の収集・提供
  ② 機関紙の発行（年４回）

２ 経営安定化対策
① 産地ブランド及び「日本の絹マーク」等のPR
② 最低工賃制度の啓蒙
③ 商取引慣行改善への対応
④ 先染織物の振興
　 ・ 先染商標（帯・着尺）の利用促進
　 ・ 西陣織工業組合との連携による産地対策
　　(適正工賃、安定受注の確保)

３ TANGO OPEN CENTER(TOC)事業の推進
　① TANGO OPEN ロゴ認定事業
　② プロダクト販売及びECサイト運営
　③ きぬもよふ・Dear COCOON化粧品・セリシンの　
　　   販売
　④ TANGO TEXTILE EXHIBITIONの開催
　⑤ 首都圏における展示商談会出展、織物の振興事
　　業推進
　⑥ 府内染織3産地連携によるマーケット開拓、もの　　
　　づくり体制再構築等の推進
　⑦ きもの文化教育の推進
　⑧ 組合HP等による産地情報、事業者情報の発信

４ TANGO OPEN VILLAGE(TOV)構想に向け
　 た取り組み
　① オープンファクトリー、物品販売、ワークショッ　
　　プの実施と検証
　② 会場整備(来場者用案内看板の設置等)
　③ 広報宣伝
　④ 旅行会社等との連携による集客増の推進

５ 認定制度・表彰制度による技術の継承、啓蒙活動

６ (一財)丹後地域産業振興基金協会との連携

７ 京都府織物・機械金属振興センター、(公財)京都　
　 産業２１との連携

８ 近畿経済産業局、広域振興局、地元行政、海の京
　 都DMO、観光協会との連携

９ 資金（小口資金・就業者向け）の貸し付け

10 組合運営・組織の活性化
① 組合、組合員間の連携強化と機業組合等への活
　 動支援
② 魅力ある組織づくりによる加入促進

③ 作業コストの削減並びに諸経　 
　 費削減を推進する。

２ 人材育成
① 技術者教育の実施
② 多能工の育成強化

３ 信頼される検査の推進
４ 安全対策
① トヨタ方式にて学んだ改善活
　 動並びに 5S 運動の推進
② 危機管理対策の推進
③ 労働災害防止対策の推進
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新総代を選出
　令和 7 年 2 月 25 日に任期満了となる総代の改選が行われました結果、次の 50 名の方々が総代に就任さ
れました。品種を問わず、未曾有の厳しい局面を迎えていますが、任期 2 年というなかで、それぞれ組合運
営・産地振興にご尽力いただきますようお願い申し上げます。（順不同、敬称略）

白 生 地 部 門

小 物 部 門 広 幅 部 門    

先 染 部 門

安 嘉 絹 織 ㈱　　　
村井　欽一郎　　
堀 井　 滋 之　　　
段 野　 里 司　　　
山 﨑　 良 二
柴 田　 祐 史　　　
安 田　 善 一　　　
芝 井 ㈱　　　　　
安 田　 司 郎      
米 華　 利 昌　

糸 井　 彰 英　    
糸 井　 伸 一　　　

丹 菱 ㈱

松 井　 栄 治　　　
小 池　 有 三　　  
小 室　 滋 巳　　　
白 数　 昭 夫      
上 田　 秀 一
㈱ 松 寅 商 店      
森 口　 正 裕　　　
中 西　 良 太      
藤 田　 太        
溝 尻　 晴 久

㈲ 松 本 機 業　  　
㈱ 一 吉  　　　　
㈱ 吉 村 商 店  　　
増 田　 陽　　　　
芦 田　 薫　　
吉 岡　 豊 和　　　
相 政 ㈱　  　　　
吉 岡　 賢 二 　　 
小石原　正志　　
田茂井　康博　

㈱一色テキスタイル　　　
安 藤　 謹 示

川 浪 織 物 ㈱　　　
羽 賀　 誠 治　　　
岡 﨑　 弘　　　　
松 尾　 隆 一　　　
稲 岡　 正 五　　
小 森　 武 夫　　　
井 上　 智  　　　
小 松　 司　　　　
西 垣　 喜 好

堀　　 益 夫　　　
㈲ 三 徳　　　　　
足達　公一郎　　
㈱ ア シ ヨ ネ　　  
森　 敏 記　　　　
松 本　 悦 敬

 「第三回 京都 染と織の展覧会」～花鳥風月～　出展報告
　去る2月14日（金）から16日（日）にかけて、シルクテキスタイル・グローバル推進コンソーシアム連携事業
として西陣織・京友禅・丹後織物の3産地合同の「第三回 京都 染と織の展覧会」（主催：京都 染と織の展覧会実
行委員会）を東京銀座にて開催しました。「京都きものフェスティバル」には、丹後からは3社（コウジュササ
キ㈱・柴田織物・㈱ワタマサ）、3産地合計で30社が出展しました。会期中は首都圏のきもの愛好家を中心に、
BtoB商談を目的とした業者を含め約1,500人の来場があり、界関係者のみならず、直接エンドユーザーのき
ものファンに各産地の製造業者の高度な技術力と商品価値を幅広く紹介し、高品質な丹後織物に触れる機会
となりました。

会　　場：時事通信ホール（東京都中央区銀座 5-15-8　時事通信ビル２F）
主　　催：京都染と織の展覧会実行委員会　　https://kyotokougei.com/
　　　　　( 西陣織工業組合、京友禅協同組合連合会、丹後織物工業組合 )
同時開催：京都工芸染織展・京都伝統工芸マーケット・特別茶会
特別企画：伝統工芸職人による実演コーナー
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令和6年9月末実態調査

昨年 9月に実施しました組合員機業実態調査の集計の一部を掲載いたします。

年代別従業者数（雇用含まず）

市町別織機台数（全体）

20代（3人）
90代（1人） 30代（5人）

40代（20人）

50代（41人）50代（41人）

60代（46人）60代（46人）70代（101人）70代（101人）

80代（38人）80代（38人）

後染
計506人

先染
計1,095人

20代（3人）
30代（4人）
40代（11人）
50代（47人）

60代（94人）60代（94人）

70代（290人）70代（290人）

80代（82人）80代（82人）

90代（3人）

合計
計1,601人

20代（6人）
30代（9人）
40代（31人）

50代（88人）

60代（140人）60代（140人）

70代（391人）70代（391人）

80代（120人）80代（120人）

90代（4人）

地　  区

与謝野町

合　　　　　　計

京丹後市
宮　　　　津　　　　市

後染 先染 計 後染 先染 計
合　計 構成比 (%)

稼　動　台　数 休　止　台　数

加 悦
野 田 川
岩 滝
小 計

大 宮 町
峰 山 町
弥 栄 町
丹 後 町
網 野 町
久 美 浜 町
小 計

129

88

144

361

0

47

52

50

19

244

0

412

773

53

139

18

210

5

135

38

51

80

354

74

732

947

182

227

162

571

5

182

90

101

99

598

74

1,144

1,720

14

48

50

112

7

1

0

7

11

126

0

145

264

9

37

1

47

0

13

0

3

10

65

10

101

148

23

85

51

159

7

14

0

10

21

191

10

246

412

205

312

213

730

12

196

90

111

120

789

84

1,390

2,132

9.6

14.6

10.0

34.2

0.6

9.2

4.2

5.2

5.6

37.0

4.0

65.2

100.0

丹 工 資 料 室

男 女
後　染 66.77歳 66.91歳
先　染 70.44歳 72.31歳
計 69.90歳 

平均年齢
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第31回 「FASHION CANTATA from KYOTO」を開催

応募期間：2025年5月9日(金)　※当日受付分まで有効
〈お問い合わせ先〉ファッションカンタータ事務局　https://www.fashion-cantata.jp/
　　　　　　　    TEL 075-812-2500　10:00 ～ 17:00 （ 土・日・祝除く）

広　告

ペア1,200組 2,400名様
抽選でご招待！

開催時間：1st show 14:00 ～ 2nd show 16:00 ～ 3rd show 18:00 ～
会　　場：京都劇場（京都駅ビル内）
テ ー マ：情熱のベクトル
出展作品：和装：カンタータ和装部会
　　　　　　　青野保夫・可野浩太郎・木村むつみ・斉藤上太郎・
　　　　　　　津室伸吾・和田全央
　　　　 洋装：KANSAI YAMAMOTO
出 演 者：水川あさみ、アオイヤマダ、田村幸士、シシド・カフカ、
　　　　 SOIL&"PIMP" SESSIONS、Takehiro Kunugi’s Tabula Rasa

日 程：2025年6月14日（土）

◆特別企画：パブリックビューイング
　京都駅ビル駅前広場で開催（観覧無料）
　6月14日（土）
　14:00 ～ /16:00 ～ /18:00 ～
◆京都駅ビル 駅前広場
　ファッションカンタータウィーク
　6月1日（日）～ 6月30日（月）※予定
　（京都駅ビル 西口広場）
　（ジェイアール京都伊勢丹）
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編 集 後 記

TANGO TEXTILE EXHIBITION
第76回丹後織物求評会 開催日決定!!
　組合最大のイベント「TANGO TEXTILE EXHIBITION　第76回丹後織物
求評会」を来る10月22日（水）～ 25日（土）に亘り、特設会場及びTANGO OPEN 
CENTERにて開催します。
 是非、自己商品のPRの場、また販路開拓の場として奮って出品していただき
ますようお願いします。
　出品される方は、早めに準備していただきますようお願いします。
　出品募集の詳細につきましては、7月以降に組合HPにてご確認ください。

※求評会期間に連携し、各社のオープンファクトリー 
　実施事業者も募集します。

〈お問い合わせ〉
TOC事業課 TEL：0772-68-5302  info@tanko.or.jp

会期
会場/丹後織物工業組合
　　  特設会場・TANGO OPEN CENTER

2025年10月22日（水）～25日（土）4日間

　組合では、直営工場の一般公開及び丹後ちりめん関連の商品を
ご購入いただけるショップを運営しており、昨年6月の開設より
2,700名を超える国内外のお客様にご来場いただいております。
　ショップへお越しいただいたお客様が丹後管内の様々な事業
所を巡って丹後を楽しんでいただけるよう、各事業所をご紹介で
きるショップカードを組合で作成・配布を行います。
　カードの作成を希望される方は、申込書に必要事項をご記入の
上、画像と併せてTOC事業課までご提出ください。

■ サイズ
はがきサイズ（148mm×100mm ）

フチあり印刷

■ ご対象
丹後地域（宮津市･京丹後市･伊
根町･与謝野町）のいずれかの地
域で、不特定多数のお客様が来
訪･利用できる店舗等

■お問い合わせ／申込先
丹後織物工業組合 TOC事業課
Mail : info@tanko.or.jp
※データのやり取りが必要とな
りますのでご提出はメールに限
ります。

【申込書ダウンロード／募集内容詳細】
https://tanko.or.jp/2025/03/19/27351/
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